


皆様 よくご存 じの ように、 日本 も出 口

が見えない とい う悲観的な観点で見 られ

ています。 トヨタ問題 も発生 し、 日本 は

どこま で墜落 して い くのか とい うこ と

で、希望 をいかに して発見 してい くべき

なのか、希望が1つ のキー ワー ドになっ

てい ると伺ってお ります。

韓国は韓国な りに社会的に88万 ウォン

世代、非正規職の問題 が深刻化 していま

す。一方では、バンクーバーオ リンピッ

クで皆 さんが活躍 して希望が見 えてい る

とい う、象徴的 な二極化状 況 にあ りま

す。 このよ うな 日本 と韓 国の希望がある

かないか とい う問題、いかにして変化す

る状況の中で持続可能な生命 と生活 の場

を築 いていくのか。 この研究チームにい

らっ しゃる方々 と、ジェンダーの観点か

ら問題の解決策 を模索 していきたい と思

います。

いま質問用紙 をいただきま したが、時

間がないので さっ と読んでみま した。 ま

ず質問の紹介を しま して、それぞれの先

生方 に全体 的な ま とめ よ りは韓国 と日

本、そ して ドイツも含 まれていますが、

比較分析 をしてお話を して くだ されば と

思います。 これか らの政策においてどの

ような問題点があるのかチェ ックを しな

が ら、今まで入ってきた質問を一緒に考

えていただければ と思います。お1人 ず

つお話 を して くだ さい。 まず は質 問を

さっと読み上げます。

女性 の労働力 を見た ときに、韓 国のほ

うが高学歴の仕事を していない女性が多

いです。大卒者の就業率 が 日本は70%、

韓国は60%、 それで配偶者 がいる人 は4

6%だ そ うです。 大卒者 が働 く職場がな

い か らで しょうか。 どの よ うな問題 で

しょうか。また、家庭教師や訪問教師な

ど雇用にカウン トされていない人が大勢

いますが、そのよ うな人は どう見 るべ き

で しょうか。 ソウル にはM字 カーブ さえ

現れ ないのはどうしてで しょうか。金英

教授や ほか の方 のお話 を聞い て くだ さ

い。

相馬教授への質問です。韓国 と日本 の

育児支援政策 を比較す るようになって背

景 に、圧縮的な家庭の変化がある とお話

しされ ていま したが、圧縮的な家庭の変

化 について説明が必要だと思います。 日

本 と韓 国が同 じような変化の過程 に置か

れている と思 うのか、そ うであれ ばその

根拠は何かについてもご説明くだ さい。

また相馬教授への質問です。 日本 の家

族政策は暗黙的であ り、韓国は明示的で

ある とい うお話があ りま した。 日本 の場

合は政策 の 目標が修正拡大家族の養成に

ある、 とい う話 も読みま した。税制支援

を通 じて労働市場へ の参加 よ りは老人の

お世話にイ ンセ ンティブを提供 し、世代

間の扶養 を促進す るとい うお話で した。

そ うであるな ら、育児の支援 も専業主婦

化 を前 提 に発展 して い くので はないで

しょうか。韓国の場合は健康家庭基本法

制定をきっかけにいろいろな議論があ り

ま したが、政府 の政策が破片化 している

ので、統一 した家族像 をもって政策が立

て られているとは言えない と思います。

かえって、韓国のほ うが個別的、暗黙的

家族政策である、 とみなすべ きではない

か、 と思われ ます。

市場や産業の変化における圧縮性 に社

会文化や個人のアイデンティティがつい

ていけない状況の中で、韓 国 と日本 との

共通点 と違 いについて考 えてみたい と思
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います。質問は2つ です。1つ は、認識及

び教育の側面ですが、普遍的な ものへ と

転換する場合、(従 来の)選 抜主義的なも

の と比べて、個人の結婚 ・出産観、労働

観、ジェンダー、税金の負担増加の基盤

である財政拡大などに対す る行政信頼度

は(低 く)、 新 しい変化を受 け入れるこ

とができない ような気が します。社会科

学的なアプローチの変化 として教育変動

に対す る必要性、方向性 について考えた

ことがあ ります か。お答えが難 しい部分

につ きま しては後 でお話 を して くだ さ

い。

2つ 目は制度や行 政側 面です が、デ ン

マークは老人福祉の問題 をコ ミューン体

制の ときか ら始 めた と聞いています。実

際 、認識 の変化 と ともに現実的 で普遍

的、ジェンダーバ ランス的 な福祉の追求

において、地域社会、市民社会地方 自治

体の関連性に関 して伺いたいです。

あ と1枚 です。 最近 、韓 国ではゲー ム

中毒のお母 さんが子 どもをほったらか し

に してゲー ムを し、子 どもが死んで しま

う事件があ りま した。詳細 な事情はわか

りませ んが 、大変遺憾 であ る と思い ま

す。親が共働 きをした り、あるいはゲー

ムにのめ り込んで子 どもを放置す るこ と

になった場合 の児 童養 育や 教育 につい

て、大沢真理教授、シャイア教授、韓国

の先生 どなたか らでもご意見をお願 い し

ます。遠 くか らお越 しくだ さいま した先

生方 、あ りが と うご ざいます。 以上で

す。

それでは大沢真理教授か らお願 い しま

す。 できれ ば5分 ぐらいでお答 え願いた

い と思います。その後、また時間があれ

ばお願 い します。

大沢:後 のほ うで紹介 された ご質問か

ら。 ゲーム中毒のお母 さんが子 どもを死

なせ て しまったことが韓国で問題 になっ

ているそ うです けれ ども、 日本 でもしば

らく以前か ら問題 になっていて、この場

合 にはゲー ム とい うよ りもパチ ンコで

す。車でパチ ンコに行って、子 どもを車

の中に置いたまま何時間 もパチンコを し

ていた ら、夏の暑い 日な どは脱水症状で

死んで しま うとい うよ うなことです。 こ

うした ことは児童虐待であ り、 日本 では

児童虐待 のケースが さま ざまな形でふ え

ていることも知 られています。

これは相馬 さんのテーマで もあるので

すが、その際に、 とかく表に出やす い説

明は育児不安です。育児不安 とい うテー

マで焦点が当たるのは、あま り恵まれな

い層ではなく、やや恵まれた層 で学歴 も

そ こそ こにある専業主婦の人だった りす

るわけです。育児不安 とい うようなメン

タル なことと児童虐待 を結びつ ける言説

があると思います。 しか し、客観的に分

析 します と、児童虐待が起 こる世帯の親

のあ り方 とい うのは、親 自身が恵まれな

い青少年時代を送 り、それか ら所得階層

的にも仕事の保障 とい う意味でも恵 まれ

ていない とい う事情があ ります。つ ま り

これは、貧困問題 あるいは社会的排除の

問題 として考える必要があります。

それか ら高学歴女性の就業率の問題で

すけれ ども、これ は単純 に比べ られ ない

部分があ ります。つま り、高等教育の進

学率が国によってかな り違います。 日本

の場合 には40%、50%に なってきた とは

いっても、つい最近まで、女性に とって

は4年 制大学ではな くて短大 とい う進 学

コースがあ りましたか ら、表面的に進学
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率 が上がった よ うに見 えて も必ず しも4

年制大学卒ではない とい う事情 もあ りま

した。 ところが、 これ に比べて韓国の場

合 には、4年 制大学への女性 の進学率 も

日本 よ りはるかに高い とい う中で、今度

は大学間に さま ざまな格差 もあるよ うに

伺 ってお ります 。そ のあた りを コン ト

ロール して、実際 に社会が、活用 されて

いない女性の能力や意欲 を どこまで引き

出 して、社会の活性化 につ なげていける

かが課題 になってくると思います。

最後に、韓栄恵所長が大変す ば らしい

ま とめ を して くだ さっています けれ ど

も、貧困や不平等あるいは社会的排除の

問題 は民主主義の成熟ない しは深化 と関

連づけて考 えなけれ ばいけない とい うこ

とです。 日本 は1955年 か らずっ と1つ の

政党が社会 を支配 してきたわけです。93

年夏 に一度かわ りま したけれ ども、それ

は別の党が選挙で負か した とい うことで

はな く事故みたいなもので した。ですか

ら、去年 の8月 に 日本人 は戦後初 めて、

選挙 を通 じて政権が交代す るとい うこと

を経験 したわけです。その意味で、かね

てか ら私 は韓国の方々のほ うがずっと先

を行っていると思っています。

今までは日本社会に貧困があること自

体 を政府が認 めて こなかったため、デー

タはとっていて も、それ を研究者 が自由

に研究で きませ んで した。去年の4月 に

なって 、 自民党 が本 当に落 ち 目になっ

て、選挙があれば必ず負けるだろ うと思

われたころに初 めて、政府 の機 関か ら相

対的貧 困の計測が出ま した。 もちろん政

権が変 わったので、貧困はもっ とオープ

ンに議論 され、分析 されていくと思いま

す。そ うい う意 味で、韓栄恵教授の民主

主義 の問題 と絡 めて、分析 を深 める必要

性のご示唆 を、大変 あ りがた くいただき

ま した。以上です。

白波瀬:今 日は私 もいろいろ勉強 させ

ていただきま した。 あ りがと うございま

した。最後 にここで、3点 お話 ししたい

と思います。 まず、大卒女性 の就業率に

ついてのご指摘に大沢教授か らお答 えが

あ りま したが、追加す ることとして高学

歴女性 の働 き方の問題があ ります。欧米

において女性 の高学歴化 は女性の継続就

労を促 し、女性のキャ リア形成 に高学歴

化がいちや く担いま した。 しか し日本の

場合、結婚、出産 して仕事を継続す る高

学歴女性は未 だ多 くあ りませ ん。 これは

男女で分断 された昇進構造やその結果 と

しての高い男女賃金格差 といった労働 市

場 の問題だけではなくて、結婚市場 とも

関連 してきます。高学歴 を取得 した女性

は高学歴男性 と結婚 しやす く、その高学

歴 の夫 は高い収入 を獲得する一方 、労働

時間が長 く、家庭内の役割がジェンダー

によって分断 され る場合が多いのです。

ダグラス ・有沢の法則 といって、夫の収

入が高いほ ど妻は働 きにくい とい う古典

的な既婚女性の就労規定モデルがあ りま

す。 このモデル が高学歴カ ップルの間で

も依然 として有効です。また、大沢教授

か らもお話があ りま したが、高学歴化 と

いって も、 いわゆ る コ ミュニテ ィーカ

レッジとい うか、短大 と4年制大学、そ

して4年 制大学の 中で も専攻 の違いが あ

りますので、その点に注意 しなけれ ばな

りませ ん。

2点 目のポイ ン トは、不平等の世代間

移転 につ いてです。 日本 の中で教育 とい
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う問題が特 に貧 困、機会の平等 ・不平等

とい う議論か ら注 目されています。今、

虐待 とい う話 も出ま したけれ ども、貧困

とい うのはま さに世代 を超 えて連鎖 しま

す。母子家庭の子 どもはまた母子家庭 に

なってい く、貧 困で育った者 は貧困層に

い続 けるとい う状況が、実際のデータか

らも出てお りますので、この負の連鎖 を

いかに断ち切るかを考 える とき、教育は

1つの鍵 になる と思います。そ こでは公

教育が問題 になってきて、もちろんその

中には地方分権化な どの問題 も絡んでき

ます。その意味で、教育の問題 にはいろ

んな様相があ ります。労働政策 と教育政

策 との連携 はこれか らもますます重要に

なってい くで しょうし、不平等 とい う議

論か らも教育の果たす役割 は大きい と思

います。

第3点 目ですけれ ども、私 の専門の1つ

が比較社会学で、張芝延 さんが比較 とい

う観点か ら興味深い コメン トをされてい

ま した。国際比較類型論 と福祉 国家モデ

ルの話 は連動 していますけれ ども同一で

はあ りませ ん。 カ レン ・シャイアさんか

らも議論があ りま したけれ ども、比較 を

す るとそ こでの違いが強調 され ます。比

較か らみえてきた違いが、何によって説

明され るのかが重要な論点になってきま

す。

一方
、ジェンダーに着 目してみ ると、

ジェ ンダー格 差 はそ の程度 の差 こそ あ

れ 、 どの国 も共通 に抱 え る問題 です。

ジェンダー格差 その ものを生む構造的な

違いが国によってある とともに、その程

度の違いは国の諸制度 によって説明 され

ます。国際比較 において、違いを強調す

るのか、国を超 えた普遍性 を強調するの

かによって、読者 の受け止 め方の違いが

あ ります。 どちらかとい うと、違いを強

調す るほ うに人々の関心が向か うのです

が、普遍的な ところも決 して見落 とせ ま

せ ん。 たとえ、男女平等が進んでいると

いわれ るス ウェーデ ンでも、ジェンダー

格差は存在 しています。格差ゼ ロに向け

て、さまざまな政策 を打 ち出 し、制度を

設計 してい くのですが、 どの程度 を許容

範 囲として うけとめるかは各国の決断に

委ね られます。

最後 に、 日韓比較についてです。横断

的な類型論の枠組み を超 えて、 日本 と韓

国それぞれの制度 、政策の中身を比較検

討す ることで、また新たな比較福祉国家

論 を展 開す ることができれば と考えてい

ます。

金秀涎： フロアか ら出た質問を伺いな

が ら、私 が答 える質問はない と思いま し

たので、答 える とい うよ りは、3つ のパ

ネル を伺いなが ら、質問 したかったこと

と今 日私 が話 し切れ なかった ことを話 し

たいと思います。

まず、 白波瀬教授 に質問が ございます。

日本 と韓 国、両方 とも少子化 とい う問題

を抱 えてお ります。そ うした少子化問題

の解決策 として出てい るのが仕事 と家族

の両立政策、　Work-Family　 Balance　 と

い う政策です が、白波瀬教授 のペーパー

を読みます と、少子化国家である韓国 と

日本 にお け る現在 の仕 事家族 両立政策

に、若干不満がおあ りのよ うに感 じま し

た。正確 に理解 で きた か少 し心配 です

が、いろい ろな話 をされ なが ら最後のパ

ラ グ ラ フに仕 事 と家族 の 両 立 政 策 は

Work-Workを 調整すべ き問題か も しれ
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ない と書かれているように読み取れま し

た。それについて、詳 しい説明をつけ加

えていただきたい と思います。

それで、相馬直子教授のペーパー もも

う一度読みなが らい ろいろなことを考え

ま した。実際、健康家庭基本法が制定 さ

れた背景 については白仙姫教授がお話 く

だ さいま したが、ファミリーユニ ッ トの

定義を しよ うとした理 由は、韓国におい

て戸主制度の撤廃があったか らです。韓

国では戸主制 とい う、既存の家族 関係 を

定義す る核心的民法規定 を持 っていま し

たが、それがな くな りま したので、それ

に対す る不安が保守的な勢力 を集合 させ

た と思います。 それ と関連 して、朴京淑

教授 もお られます けども、同 じ時期に、

親孝行法(filial　piety　law)とい う伝統的な

家族関係 を復元す るための立法努力が進

め られま した。

要す るに、いま 日本 で進 め られ てい る

議論 と、韓国における健康家庭基本法を

比較 され なが ら、 どれだけ明示的な家族

政策なのか、暗黙的な家族政策であるの

か とい う話を され ま したが、韓国でその

議論が起 こったモメン トは各種経済危機

だけではなく、家族 と関連す る概念が再

定義 され る一種の変化 の時期、激動の時

期であった とい うこ とで、 日本 と韓国を

水平比較す るのは多少無理ではないか と

思いま した。

宋多永:お 話をす る順番 にな りま した

が、質問に対す るお答えとい うよりは、

先 ほどお話 しできなかった内容について

話 したい と思います。

韓国で今までの施設保育料支援 とい う

保育政策の基調が、家庭養 育手当 とか家

庭で行われ るサー ビスに対する補助 とい

うことで、支援の体系が変わ りま した。

それ に対 して私 は懸念 をしています。そ

れ を見 る基本のべースはジェンダー とい

うものです。

結局はだれかが家庭 で一定時間、子 ども

をケア しなけれ ばな らない とした ら、社

会は明示的 には表示 しませんで したが、

暗黙的に女性が しなければな らない とい

うことです。そ して、女性の労働権に反

す るものであるとい うことを言っていま

す。実際、私の言 う社会正義、性別の平

等 ・不平等 、それが今 まで多 く議論 され

て きま した。保守的な社会環境 の中で、

このよ うな内容 は一部少数 の人々の寂 し

い 叫びで終 わ るケー スが多 かったので

す。 この ような内容 をいかに して大衆 に

説得 して い くべ きか、いか に してア プ

ローチ してい くべ きかを悩んでいます。

先 ほ ど白仙 姫教 授 が多様 性 、現代社

会、特 に福祉社会についてお話を され ま

した。社会福祉学が言 ってい るのは、国

家政策が個人の個別 的な欲求 を最大限満

たさなけれ ばな らない とい うことです。

そ うであるなら、公 共政策、社会政策 と

い うものは どのよ うな レベルで考 えられ

るべきなのかを議論 しなければな りませ

ん。児童養育 とい うことでお話を します

と、多様性 自体が結局 は1つ の家族 、あ

るいは個人 が享受できる権利を制限す る

おそれがあ ります。 それが今の 自由選択

の持 ってい る虚構です。

社会福祉 では地域児童センター とい う

ものがあ ります。韓 国は通貨危機の とき

に低所得層 のお父 さんお母 さんたちが外

で仕事 をす るようにな り、子 どもたちが

コンピュー ター中毒になった り暴力に巻
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き込まれた りしたため、政府 が戦略的に

介入す ることにな りま した。初期は低所

得層 を中心に行いま したが、97年 か ら10

年 ぐらいの歴史を経て、児童セ ンターは

いま全国に3000ぐ らいあ ります。かな り

多 くの地域児童セ ンターが存在 していま

す。 これ も同 じ脈絡 の中で存在 します。

韓国はあま りに も福祉 システムが低所得

層、特 に所得 が最低生計費以下や2番 目

の上位 層 と言 われて い る最低生 計費の

120%の 世帯に集 中 してい る、共働 きの

家庭にも放課後 の子 どものケアのシステ

ムが必要だ と多 くの人が言 っています。

共感 できる部分 です。実際、多 くの家族

はどのよ うな選択を しているので しょう

か。 子 どもたちが学校 か ら帰 って くる

と、お父 さんお母 さんはいませ ん。親の

持つ教育 と保育の役割が塾 とい う形で解

消 され ます。保育 と教育 との微妙な結合

がマーケ ットで解消 されるわけです。

それ を どん どん拡大す る地域児童 セ ン

ター とつなげて考 えると、また低所得層

にだけなぜ社会安全ネ ッ トワークを提供

す るのか とい う議論 にな ります。そ うす

ると、地域児童セ ンターでは私 たちにも

多様 な選択 をとい う命題 があ ります。つ

ま り、子 どもたちの中には数学 がだめな

子がいれば英語がだめな子 もいます。児

童センター に来 させ ないで、そのお金で

自分が必要な英語や数学の教育 をさせた

い とい う話になって しまいます。

初期 の意 図は よかった のです。 マー

ケ ッ トは参入 と外に出る時期 がかな り違

います。参入の時期 にはそ うい う子 ども

たちを受け入れ るマーケ ッ トとして存在

しま したが、そのまま公共の安全性 を維

持す るか とい うと、市場が持 っているメ

カニズムのために、子 どもたちは初期に

児童1人 当た りに割 り当て られた額 を超

えるお金 を支払わなけれ ばな りませ ん。

ですか ら、中産階級の家庭は政府 か らも

らう一定金額 の教育費を使い、プラスア

ル ファは個人 が負 担す る ことにな るで

しょう。結局、マーケ ッ トの構造を保育

とい う形 に結合 していけば、長期的には

階層的に違 う形の選択をせ ざるを得 ない

とい うのが、韓国の 自由選択構造にお け

る一番 の問題だ と思います。

ですか ら、多様 な選択 があるよ うに見

えますが、家庭育児 に関す る補助金や、

直接的でない としても社会支援 を拡大 さ

せ ることによって、普遍的な欲求 として

児童が社会か ら受けるべ き質の保 障 され

た養育及び保護、それが結果的 に階層別

に排除 され、差別化 され た様相であ らわ

れ るとい うことです。育児手 当1つ に焦

点を当てない としても、そのよ うな構造

が発生す る可能性 は既 にあ る と思 いま

す。

ですか ら、市場 と結びつ くことになる

と、公共政策 は結局国家 の責任 を抜 け出

して、そこに家族 と市場 が結合 し、その

責任 を家 族 にまた戻す。社 会政策 が始

まった本来の流れか ら逸脱 したル ー トを

た どるおそれが ある と思います。 そのよ

うな側面か ら考 えてみます と、社会が一

定の児童養育 と関連 した児童手 当、ある

いは公共保 育施設の基盤 が築かれ ていな

い中での 自由選択 とい うのは、結果的に

は多 くの部分、制限的な選択 と排 除 と差

別 とい うものを生み出す と思います。

女性イ シューで考 えてみます と、既に

もう多 くの国であ らわれた と思います。

直接、女性 をマーケッ トか ら排除 してい
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